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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　多チャンネルレーザー治療装置であって、
　ＭＲＩ装置と複数のレーザー発振器を組み合わせ、ＭＲＩマグネット（強磁場）内で使
用可能なクオーツ製複数光ファイバーを組み込んだ多チャンネル拡散ファイバーアプリケ
ータをＭＲＩガイド下又は医療用ナビゲーション下で標的生体組織内に挿入し、各光ファ
イバーに各１台のレーザー装置を接続し、レーザー照射による標的生体組織の温度変化を
ＭＲＩ温度計測法によりモニターし、レーザー出力を制御して加熱・温度維持を行うよう
にしてなり、
　前記多チヤンネル拡散ファイバーアプリケータのファイバー出射端は側射構造であり、
各ファイバーは出射点、出射方向が目的に合わせて決められて固定され、
また、前記複数光ファイバーは、光ファイバーの長手方向に直行する面を形成するように
レーザーを照射する複数の光ファイバーからなる列を光ファイバーの長手方向に複数列配
置してあり、
　前記多チヤンネル拡散ファイバーアプリケータの複数のファイバーには、各１台のレー
ザー発振器を接続され、かつ、前記各レーザ発振器は、前記ＭＲＩ温度計測法によりモニ
ターされた３次元温度情報を基に前記多チャンネル拡散ファイバーアプリケータの各ファ
イバーの出射点、出射方向に対応したレーザー発振器の出力を独立に制御可能にしてなる
ことを特徴とする多チャンネルレーザー治療装置。
【請求項２】
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　　請求項１に記載の多チヤンネルレーザー治療装置において、前記レーザー装置は半導
体レーザー、固体レーザー、ファイバーレーザーであることを特徴とする多チヤンネルレ
ーザー治療装置。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の多チヤンネルレーザー治療装置において、前記多チヤンネル拡
散ファイバーアプリケータはＭＲＩガイド下又は医療用ナビゲーション下でガイドシース
を用いて標的生体組織内に挿入し、位置・回転角を決定する。その際、多チャンネル拡散
ファイバーアプリケータ及びナビゲーションプローブとガイドシースが位置・回転角を一
義的に決定する勘合機構を有することを特徴とする多チヤンネルレーザー治療装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、多チヤンネルレーザー治療装置に関し、より詳しくは、腫瘍の治療方法など
に用いる多チヤンネルレーザー治療装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　腫瘍の治療方法に係る背景技術、すなわち従来の技術として、当該腫瘍部位を４１．５
℃に数十分間維持する温熱治療が知られている。その加熱源として、レーザー、ＲＦ、赤
外線等があるが、体内に存在する３次元構造の腫瘍の温度分布を完全にモニターすること
はできなかった。
【０００３】
　一方、ＭＲＩ（Ｍagnetic Ｒesonance Ｉmaging：磁気共鳴画像）を用いた３次元温度
計測法が開発されたが、ＭＲＩマグネット（強磁場）内に加熱源を持ち込むことが困難で
あった。
【０００４】
　そのような状況の中で、平成１０年（１９９８年）８月から平成１３年（２００１年）
３月まで、東海大学（医学部脳神経外科）と日本赤外線工業株式会社とが共同研究を実施
した「ＭＲＩ温度計測法を用いたレーザー治療の臨床応用に関する研究」プロジェクトに
おいて、ＭＲＩによる３次元温度分布情報を基に、拡散ファイバー（側射ファイバーも含
まれる）、半導体レーザー装置及び制御装置を用いて、特定領域を設定温度に加熱、温度
維持するシステムを構築し、動物実験において、その効果、安全性を確認した。
【０００５】
　ところで、最近になって、米国、モンテリス　メディカル社（ＵＳＡ、Ｍonteris Ｍed
ical Ｉnc.）から“ＮｅｕｒｏＢｌａｔｅ”と称する脳腫瘍に対する温熱治療装置が販売
された。この装置はＭＲＩ温度計測法を用いてレーザー温熱治療を行うものである。
　本発明者らは、そのような現況下、今般、モンテリス　メディカル社の特徴を用いない
、さらに有効な治療装置を発明、開発し、本特許出願にて開示するものである。
【０００６】
〈（一）先に開発、提案（平成１０～１３年）した装置の概要〉
　前述、先に開発、提案（平成１０～１３年）した装置、すなわちＭＲＩ装置と単一レー
ザー装置を組み合わせてなる装置においては、そのＭＲＩ装置におけるＭＲＩマグネット
（強磁場）内で使用可能なクオーツ（Ｑuartz：石英）製単一光ファイバーをＭＲＩガイ
ド下で標的内に挿入し、光ファイバーを磁場外に設置した単一レーザー装置に接続し、レ
ーザー照射により標的の加熱・温度維持を行う。その際、ＭＲＩ装置を温度計測モードに
移行し、３次元温度分布情報をレーザー制御装置に転送して、レーザー出力を実時間制御
する。
【０００７】
〈（二）モンテリス　メディカル社“ＮｅｕｒｏＢｌａｔｅ”の概要〉
　次に、モンテリス　メディカル社の“ＮｅｕｒｏＢｌａｔｅ”は、ＭＲＩ装置と単一レ
ーザー装置を組み合わせ、ＭＲＩマグネット（強磁場）内で使用可能なクオーツ製単一光
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ファイバーにより単一レーザーを標的組織へ照射して加熱・温度維持するシステムである
点については、上記（一）の装置と同じである。
【０００８】
　そして、当該“ＮｅｕｒｏＢｌａｔｅ”の特徴は、非対称な腫瘍形状に対応できるよう
に単一側射ファイバーを機械的に回転・軸方向移動させ、照射方向の腫瘍深さに合わせて
、レーザー出力を制御することである。また、出射端近傍の局所加熱を防止するため、側
射ファイバーを収納したアプリケータ内部に冷却ガスを循環させて冷却している。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかし上記技術、すなわち“ＮｅｕｒｏＢｌａｔｅ”では、１台のレーザーを用いて、
一つの照射点・照射方向を変えながら、対応した出力制御をすることから、空白期間が発
生する。すなわち、前述モンテリス　メディカル社の“ＮｅｕｒｏＢｌａｔｅ”では、駆
動部を磁場外に設置して、複雑な動力伝達機構にてアプリケータ内のファイバーを駆動し
ている。
【００１０】
　これに対して、本願発明においては、多チャンネル拡散ファイバーアプリケータに機械
的な可動部が無く、しかも、複数台のレーザー装置を独立に出力制御する。このため、空
間的な温度制御が正確である。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　以下、本願発明に係る多チャンネルレーザー治療装置について説明する。
【００１２】
　本発明（１）は、多チャンネルレーザー治療装置であって、ＭＲＩ装置と複数のレーザ
ー発振器を組み合わせ、ＭＲＩマグネット（強磁場）内で使用可能なクオーツ製複数光フ
ァイバーを組み込んだ多チャンネル拡散ファイバーアプリケータをＭＲＩガイド下又は医
療用ナビゲーション下で標的生体組織内に挿入し、各光ファイバーに各１台のレーザー装
置を接続し、レーザー照射による標的生体組織の温度変化をＭＲＩ温度計測法によりモニ
ターし、レーザー出力を制御して加熱・温度維持を行うようにしてなり、前記多チヤンネ
ル拡散ファイバーアプリケータのファイバー出射端は側射構造であり、各ファイバーは出
射点、出射方向が目的に合わせて決められて固定され、また、前記複数光ファイバーは、
光ファイバーの長手方向に直行する面を形成するようにレーザーを照射する複数の光ファ
イバーからなる列を光ファイバーの長手方向に複数列配置してあり、前記多チヤンネル拡
散ファイバーアプリケータの複数のファイバーには、各１台のレーザー発振器を接続され
、かつ、前記各レーザ発振器は、前記ＭＲＩ温度計測法によりモニターされた３次元温度
情報を基に前記多チャンネル拡散ファイバーアプリケータの各ファイバーの出射点、出射
方向に対応したレーザー発振器の出力を独立に制御可能にしてなることを特徴とする多チ
ャンネルレーザー治療装置。(請求項１)
【００１６】
　本発明（２）は、本発明（１）の多チヤンネルレーザー治療装置において、前記レーザ
ー装置は半導体レーザー、固体レーザー、ファイバーレーザーであることを特徴とする多
チヤンネルレーザー治療装置である（請求項２）。
【００１７】
本発明（３）は、本発明（１）または（２）の多チヤンネルレーザー治療装置において、
前記多チヤンネル拡散ファイバーアプリケータはＭＲＩガイド下又は医療用ナビゲーショ
ン下でガイドシースを用いて標的生体組織内に挿入し、位置・回転角を決定する。その際
、多チャンネル拡散ファイバーアプリケータ及びナビゲーションプローブとガイドシース
が位置・回転角を一義的に決定する勘合機構を有することを特徴とする多チヤンネルレー
ザー治療装置である（請求項３）。
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【００１８】
〈（三）本願発明の概要〉
　本願発明（以下“本発明”と略称する）においては、ＭＲＩ装置と複数のレーザー発振
器を組み合わせ、ＭＲＩマグネット（強磁場）内で使用可能なクオーツ製複数の光ファイ
バーを組み込んだアプリケータをＭＲＩガイド下で標的内に挿入し、各光ファイバーに各
１台のレーザー発振器を接続し、レーザー照射により標的の加熱・温度維持を行う。
【００１９】
　すなわち、本発明は、多チャンネルレーザー治療装置であって、ＭＲＩ装置と複数のレ
ーザー発振器を組み合わせ、ＭＲＩマグネット（強磁場）内で使用可能なクオーツ製複数
光ファイバーを組み込んだ多チャンネル拡散ファイバーアプリケータをＭＲＩガイド下又
は医療用ナビゲーション下で標的生体組織内に挿入し、各光ファイバーに各１台のレーザ
ー装置を接続し、レーザー照射による標的生体組織の温度変化をＭＲＩ温度計測法により
モニターし、レーザー出力を制御して加熱・温度維持を行うようにしてなることを特徴と
する多チャンネルレーザー治療装置である。
【００２０】
　本発明の多チヤンネルレーザー治療装置の特徴は、複数の光ファイバー出射端は側射構
造であり、各光ファイバーは出射点、出射方向が目的に合わせて独立に決められて固定し
ている。さらに、各光ファイバーには各１台のレーザー装置が接続されているため、ＭＲ
Ｉ装置からの３次元温度分布情報に基づいて、独立に出力制御が可能である。
【００２１】
　そのため、本発明の多チヤンネルレーザー治療装置においては、多チヤンネル拡散ファ
イバーアプリケータに機械的な可動部が無い。これに対して、前述モンテリス　メディカ
ル社の“ＮｅｕｒｏＢｌａｔｅ”では、駆動部を磁場外に設置して、複雑な動力伝達機構
にてアプリケータ内の光ファイバーを駆動している。
【００２２】
　また、本発明の多チヤンネルレーザー治療装置は、複数台のレーザー発振器を独立に出
力制御するため、空間的な温度制御が正確である。これに対して、前述モンテリス　メデ
ィカル社の“ＮｅｕｒｏＢｌａｔｅ”では、１台のレーザーを用いて、照射点・照射方向
を変えながら、対応した出力制御をすることから、空白期間が発生する。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】図１は、本発明で用いる多チャンネルレーザー治療装置を説明する図である。
【図２】図２は、本発明で用いる多チャンネル拡散ファイバーアプリケータの照射部を説
明する図である。
【図３】図３は、本発明で用いるＭＲＩ温度計測法を用いた多チヤンネルレーザー治療装
置を説明する図である。
【図４】図４は、本発明で用いる多チャンネル拡散ファイバーアプリケータを生体組織内
標的組織に空間位置及び回転位置を決定して固定する方法を説明する図である。
【図５】図５は、本発明で用いる多チャンネル拡散ファイバーアプリケータを用いて生体
組織内標的組織へ制御されたレーザー照射を行う操作を説明する図である。
【００２４】
〈本発明で用いる多チャンネルレーザー治療装置の説明：図１〉
　本発明の多チャンネルレーザー治療装置につき、その一例として１２チャンネルレーザ
ー治療装置を説明する。図１はその治療装置を説明する図である。１２チャンネル拡散フ
ァイバーアプリケータ（ＭＦＡ）には照射角・照射点を異にする１２本のファイバーが組
み込まれ、その入射端はレーザー装置（ＬＳ）に接続される。レーザー装置（ＬＳ）内で
各ファイバーは各１台のレーザー発振器（ＬＤ）に接続される。
【００２５】
　ここで、括弧書き（ＭＦＡ）における“ＭＦＡ”とは、図１、３～５中、それが“１２
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チャンネル拡散ファイバーアプリケータ”であることの略号であることを示している。こ
の点、（ＣＵ）における“ＣＵ”、（ＣＵ）における“ＣＵ”、（ＬＳ）における“ＬＳ
”、（ＬＤＤ）における“ＬＤＤ”・・・・・等についても同様である。
【００２６】
　ＭＲＩ装置（磁気共鳴造影装置）から受信した空間温度情報と１２チャンネル拡散ファ
イバーアプリケータ（ＭＦＡ）の各照射点座標・各照射角を基にレーザー制御ユニット（
ＣＵ）は各レーザー装置（ＬＳ）の出力情報を決定しレーザー電源（ＬＤＤ）へ転送する
。各レーザー電源（ＬＤＤ）は指示された出力情報に基づいてレーザー発振器（ＬＤ）を
駆動する。１２照射点のレーザー出力はＭＲＩ［ＭＲＩ装置（磁気共鳴造影装置）］から
の温度情報の更新により、リアルタイムに制御される。
【００２７】
　石英製円筒細管（ＱＺ）内部は冷却ガス導入管（ＣＧＩ）から供給される冷却ガス（空
気、二酸化炭素、窒素、等）により冷却され、冷却ガス排気部（ＣＧＥ）を通して排出さ
れる。
　１２チャンネルレーザー治療装置においては１２台のレーザー発振器（ＬＤ）が独立に
制御されて、１２照射点で同時照射（多照射点固定同時照射型）するため、１照射点移動
照射型のような照射空白期間が生じない。また、駆動機構が不要なのでＭＲＩ磁気管理区
域での操作が容易である。
【００２８】
〈本発明で用いる多チャンネル拡散ファイバーアプリケータの拡散部の説明：図２〉
　本発明の一例として、１２チャンネル拡散ファイバーアプリケータ（４列３点径方向放
射）のレーザー光拡散部を説明する。１２チャンネル拡散ファイバーアプリケータ本体中
空管先端に片端が閉じられた石英製円筒細管が気密に取り付けられる。その内部、軸中央
に冷却ガス導入管が配置され、更にその外周、リング状に１２本の側射ファイバーが配置
される。側射ファイバーはその出射軸が断面径方向であるように設置されている。
【００２９】
　図２中、ＱＺは石英製円筒細管、ＦＢは光ファイバー、ＣＧＩは冷却ガス導入管、ＣＧ
Ｅは冷却ガス排気管であり、また、ＢＡ１～ＢＡ１２は拡散ファイバー径方向配列面、Ｂ
Ｌ１～ＢＬ４は拡散ファイバー長手方向配列面、Ｐは拡散ファイバー配列の間隔である。
【００３０】
　更に３本で１列（長手方向に直交する面）を形成するように長手方向で４列に配置され
る。１列を形成する３本のファイバーはその出射軸が互いに１２０度の開き角をなすよう
に設置される。長手方向配列面間のピッチは照射される標的の３次元形状により決定され
る。各ファイバーは１２チャンネル拡散ファイバーアプリケータ（ＭＦＡ）基部から外部
へ導出され、レーザー装置（ＬＳ）の光ファイバー接続部（ＣＮＦ）を経由して、レーザ
ー装置（ＬＳ）内の１２台のレーザー発振器（ＬＤ）に接続される。
【００３１】
　石英製円筒細管（ＱＺ）の内面は、冷却ガス導入管（ＣＧＩ）から圧送される冷却ガス
で冷却される。冷却ガスは、石英製円筒細管（ＱＺ）の内面と冷却ガス導入管（ＣＧＩ）
の外面との間を通過して排気される。
　多チャンネル拡散ファイバーアプリケータ（ＭＦＡ）において照射点は有限数で離散し
ているが、当方（本発明者ら）の実験によれば、生体組織内の光拡散が非常に大きいため
、離散点間の組織は拡散によりレーザー光が伝達される。
【００３２】
〈本発明で使用するＭＲＩ温度計測法を用いた多チャンネルレーザー治療装置の説明：図
３〉
　ここで、本発明で用いるＭＲＩ温度計測法を用いた多チャンネルレーザー治療装置を図
３を用いて説明する。
　多チャンネル拡散ファイバーアプリケータ（ＭＦＡ）は、ＭＲＩマグネット内の生体組
織に挿入され、標的組織に拡散部が位置決めされ固定される。多チャンネル拡散ファイバ
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ーアプリケータ（ＭＦＡ）から導出された多チャンネルファイバー端と冷却ガス移送用チ
ューブ端は磁気管理エリア外に設置されたレーザー装置（ＬＳ）に接続される。ＭＲＩ制
御ユニット（磁気共鳴造影装置制御ユニット：ＭＲＩＣ）から温度情報を受信するための
通信ケーブルがレーザー装置に接続される。
　図３中、ＳＧは温度計測データ転送ケーブルである。
【００３３】
　ＭＲＩ制御ユニット（磁気共鳴造影装置制御ユニット：ＭＲＩＣ）装置から受信した空
間温度情報と多チャンネル拡散ファイバーアプリケータ（ＭＦＡ）の各照射点座標・各照
射角を基にレーザー装置（ＬＳ）は各チャンネルのレーザー出力情報を決定し、多チャン
ネル拡散ファイバーアプリケータ（ＭＦＡ）のレーザー光を出力する。多チャンネル拡散
ファイバーアプリケータ（ＭＦＡ）からの拡散レーザー光により生体組織内標的組織（Ｃ
Ａ）は加熱されて温度上昇する。
【００３４】
　ＭＲＩ装置（磁気共鳴造影装置）からの温度情報が更新されると、各照射点のレーザー
出力は適宜調整され、標的組織が所定の時間、目標温度に管理されることで温熱治療が完
結する。治療の上で生体組織内標的組織（ＣＡ）の過熱、加熱不足、標的外組織の加熱は
治療効果、安全上大きな問題となるが、本発明は照射点を多数化し、その各点において、
レーザー出力を独立に制御することで前記問題に対するリスクを低減している。
【００３５】
〈本発明で用いる多チャンネル拡散ファイバーアプリケータ（ＭＦＡ）を生体組織内標的
組織に空間位置及び回転位置を決定して固定する方法の説明－図４－〉
　本発明で用いる多チャンネル拡散ファイバーアプリケータを生体組織に挿入し標的組織
に対して拡散部の空間位置、回転位置を決定して固定する方法を説明する。
【００３６】
　図４ａ：事前の画像情報調査により、生体組織内標的組織（ＣＡ）に対する導入位置を
決定し、生体への導入ポート（ＩＰ）を体表部に固定する。
　図４ｂ：導入ポート（ＩＰ）のロックを解除し、ガイドシース（ＧＳ）にナビゲーショ
ンプローブ（ＮＰ）を勘合挿入してそれらを生体への導入ポート（ＩＰ）から、生体組織
（ＢＤ）に挿入する。ナビゲーション画像情報により、ナビゲーションプローブ（ＮＰ）
の先端部を生体組織内標的組織（ＣＡ）へ誘導する。その後、導入ポート（ＩＰ）をロッ
クする。当該ロックにより、ガイドシース（ＧＳ）は挿入方向、回転方向の動きが固定さ
れる。
　図４ｃ：ナビゲーションプローブ（ＮＰ）を抜去する。
　図４ｄ：ガイドシース（ＧＳ）に多チャンネル拡散ファイバーアプリケータ（ＭＦＡ）
を勘合位置まで挿入する。
【００３７】
　ナビゲーションプローブ（ＮＰ）と多チャンネル拡散ファイバーアプリケータ（ＭＦＡ
）はガイドシース（ＧＳ）に勘合挿入した状態でガイドシース（ＧＳ）からの露出長が一
致するように設計されている。ガイドシース（ＧＳ）は多チャンネル拡散ファイバーアプ
リケータ（ＭＦＡ）が勘合挿入された状態で拡散部が露出するように設計されている。
【００３８】
〈本発明で用いる多チャンネル拡散ファイバーアプリケータを用いて生体組織内標的組織
へ制御されたレーザー照射の説明－図５－〉
　本発明で用いる多チャンネル拡散ファイバーアプリケータを用いて生体組織内の異なる
形状の標的組織へ制御されたレーザー照射を行う状況を説明する。図５はそれを説明する
図で、図５中、矢印はレーザー出射点におけるレーザー出力を示し、矢印の長さはレーザ
ー出力強度を示している。
【００３９】
　ここで、図５ａは標的組織が円筒状の場合、図５ｂは標的組織が球状の場合、図５ｃは
標的組織が軸方向に非対称、径方向に非対称の場合、図５ｄは標的組織が軸方向に非対称
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　すなわち、図５ａは標的組織が円筒状の場合であり、図５ｂは標的組織が球状の場合で
あり、図５ｃは標的組織が軸方向に非対称、径方向に非対称の場合であり、図５ｄは標的
組織が軸方向に非対称、径方向に対称の場合である。
【００４０】
〈発明の効果〉
　従来技術すなわち“ＮｅｕｒｏＢｌａｔｅ”では、１台のレーザーを用いて、照射点・
照射方向を変えながら、対応した、出力制御をすることから、空白期間が発生する。前述
モンテリス　メディカル社の“ＮｅｕｒｏＢｌａｔｅ”では、駆動部を磁場外に設置して
、複雑な動力伝達機構にてアプリケータ内のファイバーを駆動している。
　これに対して、本発明においては、ファイバーアプリケータに機械的な可動部が無く、
しかも、複数台のレーザー装置を独立に出力制御する。このため、空間的な温度制御が正
確である。
【符号の説明】
【００４１】
　ＭＦＡ・・・多チャンネル拡散ファイバーアプリケータ
　ＤＦ・・・・レーザー光拡散部
　ＣＮＦ・・・光ファイバー接続部
　ＦＢ・・・・光ファイバー
　ＬＳ・・・・レーザー装置
　ＬＤ・・・・レーザー発振器
　ＬＤＤ・・・レーザー電源
　ＣＵ・・・・レーザー制御ユニット
　ＧＣＳ・・・冷却ガス供給ユニット
　ＧＴ・・・・ガスチューブ
　ＣＮＧ・・・ガスチューブ接続部
　ＱＺ・・・・石英製円筒細管
　ＣＧＩ・・・冷却ガス導入管
　ＣＧＥ・・・冷却ガス排気部
　Ｄ・・・・・多チャンネル拡散ファイバーアプリケータ光拡散部直径
　Ｐ・・・・・拡散ファイバー配列間隔
　Ａ・・・・・拡散ファイバー配列角
　ＢＬ１～ＢＬ４・・拡散ファイバー長手方向配列面
　ＢＡ１～ＢＡ１２・拡散ファイバー径方向配列面
　ＭＲＩ・・・ＭＲＩ装置（磁気共鳴造影装置）
　ＭＲＩＣ・・ＭＲＩ制御ユニット（磁気共鳴造影装置制御ユニット）
　ＳＧ・・・・温度計測データ転送ケーブル
　ＮＰ・・・・ナビゲーションプローブ
　ＧＳ・・・・ガイドシース
　ＩＰ・・・・生体への導入ポート
　ＢＤ・・・・生体組織
　ＣＡ・・・・生体組織内標的組織
　ＩＪ・・・・勘合機構
                                                                         



(8) JP 6589231 B2 2019.10.16

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(9) JP 6589231 B2 2019.10.16

【図５】



(10) JP 6589231 B2 2019.10.16

10

フロントページの続き

(72)発明者  金田　道寛
            東京都多摩市乞田１１５４－１　スパークリングフォトン株式会社内

    審査官  石田　智樹

(56)参考文献  特表２００５－５１１２３９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開昭６１－２６８２４５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００１－０４６３９０（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１２－１１８５６０（ＪＰ，Ａ）　　　
              実開昭６２－０９１６０７（ＪＰ，Ｕ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ａ６１Ｎ　　　５／０６７　　　
              Ａ６１Ｂ　　１８／２４
              Ｈ０１Ｓ　　　３／００　　　　
              　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

